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―副題△△△△△△△△△△△△△△△△

氏名（所属等）ただし，投稿の場合は掲載決定後記載する。
１　はじめに

　本文は9行目から開始する。ここでは，執筆例を挙げながら『音楽教育実践ジャーナル』の原稿を書く場合の説明をする。

1.1 書式とテンプレートについて
　『音楽教育実践ジャーナル』では，印刷の仕上がりが21字×39行×2段組となっている。同じ書式で執筆することによっておよその印刷イメージが得られるため，印刷時のトラブルを減らすことができる。なお，編集ソフトの都合上，原稿とまったく同じ設定で印刷されるとは限らないので，所定のページ数に収まるように全体にゆとりをもたせてご執筆いただきたい。
このテンプレートに上書きすれば，自動的に書式が設定されている。レイアウトは編集者が行うため，特殊効果を用いる必要はない。ただし，MSP明朝のように字間調整機能をもつフォントは字数が変わってくるため，明朝体であればMS明朝を選択する。

なお，左余白にある番号，原稿のグリッド線 (マス目) が不要な場合は，「ページレイアウト」「ページ設定」タブの「グリッド線」や「行番号」を選択して加えたり，削除したりできる。
1.2 挿入する表・図・写真等

表や図，写真については，実際に貼り込む大きさでデータ化したものを文中に挿入するか，文中には貼り込むスペースを十分に空けて原図と対応した通し番号を明記する。印刷時にはＢ５判用紙に縮小されることも考慮されたい。画像データがなく製版希望の場合は大きめの原図を別紙として添付する必要がある。

1.3 原稿の分量

　本文の分量はテンプレートの書式（21字×39行×２段）で，所定の枚数以内とする。表や図，写真，タイトル等のスペースも分量に含まれる。冒頭のタイトルと名前の部分は１段組で８行，文中の大きな見出しには２行をあてて１行の空白が，小さな見出しには１行をあてて１行の空白行が必要となる。既刊およびテンプレートを参考に適切なスペースをとって執筆していただきたい。字数設定が変わってくるため，文章の途中で文字の大きさを変更することはできない。MS明朝であれば，フォントは10.5とし、引用部分や参考文献等も同じ大きさで印字されたい。

２　執筆例

『音楽教育実践ジャーナル』では，最新の学会誌巻末に掲載された投稿規程，および，HPからダウンロードすることができる「投稿の手引き」に書かれた書式を標準としている。執筆に際しては必ず参照していただきたい。研究分野によってこの書式で不都合がある場合には学術的に裏付けられた一貫した書式を用いることができるが，その場合でも最後まで統一した執筆法によって読者にわかりやすい文面にしていただきたい。
ここでは，「投稿の手引き」に沿った執筆例を紹介する。
2.１ 引用
　執筆例として引用等の説明をしてみよう。

櫻井雅夫（1998）が述べているように，「最後まで記述方式が統一されている必要がある」（p. 71）。このように，短い引用文の場合には文中に引用符で組み込んで示し，長い引用の場合には，前後1行を空けて左端を１字下げ，次のように記載する１）。

長い引用をこのように処理すれば，本文とはっきり区別できる。それゆえ書き手による文章でないことは一目瞭然なので，引用符は必要ない。(ウィンジェル 1994, p. 72）

標準的な書式では，文中に（）で引用文献の著者姓と発行年，引用，参考にしたページがわかるように示している。上記引用文のような書き方もできるし，著者名が主語になる場合は，先の短い引用文のように，（　）内には発行年とページ数だけ記載する。 櫻井（1998）は，「この方式は（中略）少なくとも社会科学の分野では世界的に認められているものである」と述べている（p. 69）。
2.2 注

【注】は，本文に１）のように通し番号を付し，本文中では説明しづらいことを本文の流れを妨げずに説明するために用い，説明はまとめて文末に示す。なお，【注】のなかで参考文献を書く必要がある箇所には，（著者 発行年，参照ページ）のみ示しておく。

2.3 引用・参考文献

　参照した文献が一覧になって示されていた方が読者にとってよりわかりやすいため，【注】と【引用・参考文献】は区別する。また，【注】に文献情報を記載すると，繰り返し引用するたびに同じ文献について記載する必要が生じるので，文献は末尾に【引用・参考文献】としてまとめる。
　参照した文献は，2.1で説明したように著者姓と発行年，引用，参考にしたページのみを文中に示し，欧文はアルファベット順，和文（翻訳書も含む）はアイウエオ順でまとめて文章の末尾に一覧表にする。必要に応じて原書の発行年を示すと読者に親切である。

　雑誌記事等の場合は，引用したページだけではなく，その記事の開始ページと最終ページを示して記事全体の掲載場所がわかるようにする。
以下、【注】と【引用・参考文献】の例を示す。
【注】

1)  引用文の扱いはさまざまあるが，読者にわ　

　  かりやすくするために，日本音楽教育学会　

　  ではこの方式で誌面の統一をはかっている。
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